目白押しの高速鉄道建設計画

――中国鉄道事情（2）――
　　　　　　　　　　　　　　　日中科学技術文化センター理事長　　凌星光

　中国は鉄道発展の黄金時代にあると言われている。五年位前、既存鉄道のスピードアップがマスメディアを賑わしていたが、モデルケースと位置づけられた北京・天津間高速鉄道の予想を上回る成功によって、今、高速鉄道建設計画が目白押しとなっている。

長い間議論されてきた北京・上海間の高速鉄道については、日本の新幹線かヨーロッパの高速鉄道か、それともリニアモーターカーかという論議があったが、それに結論が出た。中国の自主開発技術による高速鉄道建設である。現在の時速350キロを更に高め、380キロに達する予定である。今年4月にすでに着工し、2012年に開通する予定である。北京・上海間の距離は1318キロで、世界での最長距離高速鉄道となるとのことだ。現在、北京―上海間は10－12時間かかるが、高速鉄道が完成すると４－５時間に短縮され、航空輸送の2時間に対抗できるとしている。
北京・上海間の高速鉄道建設については、二つの意見に分かれていたとのことである。一つは、安全性が高い低速の鉄道で全国の主要都市を結びつける。もうひとつの意見はハイテク技術を使った高速鉄道で結びつける。北京・天津間高速鉄道の成功によって、後者の意見が採用されることになり、時速380キロ案が浮上した。北京・天津間の時速350キロでいけば、北京・上海間は5時間かかるが、現在すでに技術的に掌握している380キロ案でいけば、4時間で済む。
そのほか、今後三年（2009－2011年）以内に、武漢・広州間、鄭州・西安間、広州・深圳間の高速鉄道1900キロが建設される予定である。そして2020年（2002－2020年）までに、2012年完成予定の北京・上海間以外に、ハルピン・大連間、北京・石家庄・武漢間、天津・秦皇島間、上海・杭州・寧波間、南京・杭州間、石家庄・済南間、徐州・鄭州間、西安・宝鶏間、宝鶏・蘭州間、杭州・長沙間、長沙・昆明間、錦州・営口間の高速鉄道建設が計画されている。その合計距離は7500キロに及び、2020年の高速鉄道総距離は9400キロに達する。現在、日本の新幹線総距離は2387キロである。その四倍の高速鉄道が今後12年内に建設されるのである。その規模の大きさは押して知るべしである。
2020年になると、中国の鉄道は新建設の旅客輸送専用線、高速鉄道、地域間快速鉄道、スピードアップ改造された既存鉄道の四つからなる四方八方の鉄道網が形成され、その総距離は5万キロに達するとのことである。各省都と50万人口以上の都市を連結した鉄道交通網が形成され、その人口カバー率は90％以上になるという。1990年代と今世紀初めまでは高速道路網建設ブーム時期であったが、これから20年間は、鉄道建設ブームに沸くことになる。
上海・武漢・成都間の高速鉄道が開通すると、長江デルタ地帯、武漢を中心とした長江・漢江平原、重慶・四川省の三大経済発展地域を結ぶことになる。長江に沿った快速鉄道が形成されるのである。また、杭州・寧波・深圳間の高速鉄道が開通すると、長江デルタ地帯、台湾対岸地域、珠江デルタ地帯の三大経済発展地域を結ぶ中国南部沿海高速鉄道が形成される。

更に、北京・上海間、北京・広州間、ハルピン・大連間、天津・秦皇島間、連雲・蘭州間の旅客専用高速鉄道が形成されると、主要幹線鉄道における旅客輸送と物資輸送の分離が行われるようになり、在来線は物資輸送専用となり、輸送ネック現象は根本的に解決されるとしている。
環渤海の北京・天津・河北省地帯、長江デルタ地帯、珠江デルタ地帯、その他都市密集地帯では都市間軌道交通の骨格が基本的に形成され、大量の旅客輸送が可能となる。こうして、クリーンエネルギー電気を利用した総合的輸送システムが形成され、経済社会の発展と都市化のプロセスを促すことが出来るとしている。
　中国における以上の高速鉄道建設計画から言えることは、北京オリンピックや上海万博が終わった後も、中国の高度成長が続くことは間違いないことだ。本センターは今まで、中国の鉄道関係者が如何にして日本の鉄道技術を学ぶかに重点を置いてきたが、これからは、日本の鉄道関係企業が如何にして中国の鉄道事業大発展に参入するかに重点を置くべきであろう。2006年以降、本センターは毎年、中国鉄道視察団を派遣してきたが、それを実務レベルに結びつける努力が待たれる。
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